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第一編 戦争と国防 
































人文社会・社会科学編 第 1 号 2018 






































人文社会・社会科学編 第 1 号 2018 






































人文社会・社会科学編 第 1 号 2018 




























ンネンベルク（（8））でロシア軍は 92,000 人が捕虜になり、2,800 が死亡した。昨日クトノ（（9））
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1914 から 18 年の第一次世界大戦中に大いに成果を上げた。ドイツ軍がベルギーからフラ




















 流動性戦術にとってもっとも役立つ戦力は空軍である。空軍は 200 から 600 ㎞のスピー
ドがあり、2,000 から 3,000 ㎞以上の活動半径をもち、12,000 から 20,000 フィートまでの
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と、空間はかえって時間を遅延させる。100 万の軍隊は 250 ㎞の活動範囲以内で、仮に 100
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 ドイツ皇帝ヴィルヘルム（41）は、軍政外交は協調すべきたという道理をよく理解してい
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合作を進めた。英仏はイタリアへの経済制裁に参加した国々を統率し、1936 年 11 月から
以後はイタリアに対して金融取引を停止した。フランスはソ連と相互援助条約（71）を締結
してドイツを牽制した。ドイツは日本と日独防共協定（72）を締結し、ソ連に打撃を与えた。




















脅かした。シンガポール軍港は 1938 年 2 月 24 日落成し、アメリカのグアム島も防備を固
めることを決定した。第二次世界大戦が始まり、英米日は太平洋上での衝突がますますひ
どくなった。フランスが屈服投降し、日本はベトナムに侵攻して占領した。1941 年 7 月 16
426
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ある。1870 年の普仏戦争と 1904 年から 1905 年の日露戦争で、プロシア・日本両国が短期
間のうちに大勝することができた理由は、完全に明治天皇とウイルヘルム 1 世指導下によ
る将軍と宰相がうまく「併用戦」を運用したことと関係がある。 
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 ペタン元帥はフランスに 1918 年以後のドイツを学ばせようと思ったのかもしれないが、
ヒトラーはフランス人がかれの学生にするのを許すかどうかは、とても  問題なのだ。かれ
はコンピエーニュ停戦条件の緒言で一つの原則を特別に提出したが、すなわちそれは「戦
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め、英仏連合軍をこてんぱんに打ち負かしたのだろうか。イギリスの 5 億 5,000 万の人口
432
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両国とも 6,000 万人で、甲国の国防人は全人口の 50％を占め、乙国の国防人は全人口の 90
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戦役名称 期間 消耗した戦費（百万ドル） 
  ナポレオン戦争  一七九〇－一八一五    三、〇七〇 
  クリミア戦争  一八五四－一八五五    一、七〇〇 
  南北戦争  一八六一－一八六五    七、〇〇〇 
  普仏戦争  一八七〇－一八七一    三、二〇一 
  南アフリカ戦争  一八九九－一九〇二    一、二五〇 
  日露戦争  一九〇四－一九〇五    二、一〇〇 
  第一次世界大戦   一九一四－一九一八   二〇八、三〇八 
                                                        
 この表は、われわれに教えてくれる。第一次世界大戦の戦費は、日露戦争の百倍、南ア
フリカ戦争の二百倍になっている。南北戦争は毎日 500 余萬ドル、普仏戦争は毎日 1,500
余万ドル、日露戦争では毎日 380 余万ドルの戦費を消費したにすぎない。だが、第一次世
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1 米ドルでたった 6 ルーブル兌換できるだけだ。外国人が米ドルを携えてソ連に行くと、
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本翻訳の（一）は『立命館東洋史学』第三十九号（2016 年 7 月）、85－132 頁に、（二）
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（1）ヨハネス・フリードリヒ・レオポルト・フォン・ゼークト（Johannes Friedrich Leopold 




















（6）ハインツ・ヴィルヘルム・グデーリアン（Heinz Wilhelm Guderian）（1888 年 6 月 17








ポーランドの首都ワルシャワから北へ約 150ｋｍの所にある。  
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（12）ダンケルク大撤退作戦は、第二次世界大戦初期の 1940 年 5～6 月の 8 日間に行われ
た連合軍の撤退作戦。ドイツ軍の電撃的侵攻で敗退した連合軍約 40 万はフランス北部のダ







次世界大戦中の 1942 年 8 月から 1983 年 2 月までスターリングラード（現ボルグダード）
をめぐってドイツ軍とソ連軍の間で行われた攻防戦。第二次世界大戦中最大の激戦で、ド
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33 万 6000 人、フランス軍 36 万 2000 人を出した。 
（19）クレマイヤートレーラは、カールを分解して路上運搬するときに用いられたトレー
ラである。1930 年代にドイツ国鉄は、 鉄道車両を路上運搬するためにこのタイプのトレ
ーラを開発した。このときのドイツ国鉄の技術者であった Johann Culemeyer にちなんで 
Culemeyer Strassenroller とか Culemeyer Strassenfahrzeug などと呼ばれている。  
（20）フランス・ドイツ国境を中心に構築されたフランスの対ドイツ要塞線。当時のフラ
ンス陸軍大臣アンドレ・マジノ（Andr? Maginot、1877 年 - 1932 年）の名を冠してマジノ
線と称した。  
（21）United States Army BasicTraining。個人がアメリカ陸軍兵士、アメリカ陸軍予備役、







（24）対イギリスはマレー沖海戦のこと。太平洋戦争開戦直後の 1941 年 12 月 10 日、日本
海軍の中型攻撃機 84 機が、イギリス東洋艦隊の新鋭戦艦『プリンス・オブ・ウェールズ』
と高速戦艦『レパルス』をマレー沖で撃沈した海戦。この成果は、戦艦に対する航空機の
有意性を決定的なものにした。対アメリカは真珠湾攻撃のこと。1941 年 12 月 8 日、日本
海軍が行ったハワイ真珠湾軍港への奇襲攻 撃、日本の航空母艦 6隻から 2回にわたり 360
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それを 7 年戦争(1756-63)後に至るまで、幸運と大きな努力によって維持。1772 年には第 1
回ポーランド分割に参加する。在世中、プロイセンはヨーロッパの列強の一つとなり、死
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（34）中立法はアメリカ合衆国が 1935 年 8 月、イタリアのエチオピア侵略にみられたヨー
ロッパの戦争拡大に巻き込まれるのを回避するために制定した法律。この法律では、交戦
国に対する武器･軍需品の輸出禁止などの措置が取り決められた。この背景には当時の国内
世論の孤立主義的傾向があった。この中立法は 36・37・39 年に改正される。36 年中立法
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活躍。62 年 9 月プロシア首相となった。軍拡問題で議会と衝突したが、「ドイツ問題は鉄
と血によって解決される」という有名な演説をおこなって議会を押さえた。普仏戦争に勝




ラデックラーロベーで行われた。 1866 年 7 月 3 日、大モルトケ指揮下のプロシア軍が、
オーストリア、ザクセンの連合軍を壊滅させ、プロシアの対オーストリア戦の勝利を決定
的なものにした。  
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（51）イズミルはエーゲ海に面するトルコの西部の都市。1919 年 5 月 ギリシャ軍がト
ルコに上陸し、イズミル地方を占領。1920 年 8 月セーブル条約でイズミル地方がギリシ
ャ領に。1922 年 9 月ムスタファ・ケマル元帥（1881－1938 年）率いるトルコ軍がギリシ
ャ軍を追い出し、1923 年 7 月ローザンヌ条約でイズミル地方のトルコ帰属が確定した。  
（52）ケマル・アタチュルク（「トルコ人の父」の意で、国民議会から贈られた姓）のこ
と（1881－1938 年）。ケマル・パシャの名で知られる。トルコ共和国建国の父、初代大統
領。トルコ革命を指導し、トルコ共和国の初代大統領（任期：1923 年 10 月 29 日－1938
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（55）ルイ十六世は、ブルボン朝第 5 代のフランス国王（1754 年  - 1793 年）（在位：1774
年 5 月 10 日 - 1792 年 8 月 10 日）。ナバラ国王としてはルイス 5 世。ルイ 15 世の孫。王
妃は神聖ローマ皇帝フランツ 1 世と皇后マリア・テレジアの娘マリー・アントワネット。  
初勅で今後デフォルトしないと宣誓したが、1775 年 7 月に減債基金を停止させた。もっと
も、テュルゴーとネッケルは初勅に従い巨額の借換債を発行した。フランス革命中、パリ
の革命広場（現コンコルド広場）でギロチンにかけれ処刑された国王として知られる。  














議員、第 1 次世界大戦時には海相、軍需相として活躍、第 2 次世界大戦時には対独宥和策
に反対。開戦とともに海相となり、40 年首相に就任。フランスの敗北、イギリス本土の空
爆等の困難な政局にもめげず、アメリカ、ソ連と協力して最終的な勝利に導いた。  
（62）フランクリン・ルーズヴェルトは、アメリカの政治家（1882-1945 年）。第 32 代大
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年 1 月 10 日に正式に発足した。連盟としてのはじめての会合は 1920 年 1 月 16 日にパリで、
第一回総会は 1920 年 11 月 15 日スイス・ジュネーブで催された。史上初の国際平和機構で
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1928 年 8 月、パリで調印された戦争放棄に関する条約。日・米・英・仏などの原加盟国 15
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溥儀（宣統帝）を執政として建国した傀儡国家。首都は新京（今の長春）。1934 年に溥儀
の皇帝即位によって帝国となり、1945 年、日本の第二次大戦敗北とともに消滅した。  
（79）熱河、日中戦争時における日本軍(関東軍)の中国熱河省、河北省への侵攻作戦。熱
河省は地理的には内モンゴルの一部であるが、政治的には奉天軍閥の支配下に東三省(奉
天，吉林，黒竜江の 3 省)に連なっていた。1932 年 3 月満州国を樹立した関東軍は熱河省
もその領域であると宣言したが、省主席湯玉麟はあいまいな態度をとった。関東軍は北満
作戦を一段落させると、33 年 1 月山海関で日中両軍の衝突が発生したのを機に、2 月熱河
制圧に着手し、第 6･第 8 師団、混成第 14･第 33 旅団その他の兵力を動員して熱河省へ侵攻、
3 月 4 日承徳を占領したうえ、10 日前後に万里の長城の線に達した。  
（80）日本の国際連盟脱退は 1933 年のこと。総会でリットン調査団の報告書が採択される
と、松岡洋右全権以下の日本の代表団は総会から退場した。  
（81）幣制改革は、1935 年 11 月，中国国民政府が英米の支援を受けて行なった貨幣制度
の改革。33 年秤量貨幣としての銀両を撤廃した国民政府は，さらに 35 年，政府系銀行の
発行する「法幣」という紙幣に通貨を統一。英米の支援もあって，外国為替レートを安定
させ景気も回復に向かった。  











（83）英ソ海軍協定は、1935 年 6 月イギリス，ドイツ間に結ばれた協定。ドイツの軍艦保
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議では、結局日本は 6 インチ砲搭載軽巡洋艦と駆逐艦で対米英 7 割、潜水艦は均等とする
条件で、8 インチ砲搭載重巡洋艦の対米英 6 割の比率を受け入れた。他方のイギリス、フ








れながら、軍縮の方針を堅持して難局を切り抜け、1930 年 10 月 2 日条約批准にこぎつけ
たが、同年 11 月 14 日、東京駅で暴漢に狙撃(そげき)されて重傷を負った。同条約は、第
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ンス国 （ヴィシー政権）の主席をつとめた。  
（102）コンピエーニュの森は、フランスのピカルディ地域圏にあるコンピエーニュ近くに
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華北での戦闘が中国軍の抵抗で膠着していた 1937（昭和 12）年 8 月、日本海軍の陸戦
隊中尉大山勇夫らが射殺された事件を口実に、海軍は上海の中国軍を攻撃した。日本
軍はふたたび苦戦に陥ったが、同月陸軍 2 個師団を派遣、全面的な戦争を展開した。
以後、中国国民政府も対日抗戦に傾き、8 年の長期に及ぶ日中戦争に発展してゆく。  
（108）商務印書館は、清末に生まれ、中国では最も長い歴史を持つ総合的出版社。創業は















人文社会・社会科学編 第 1 号 2018 










学工学科卒、工学博士。1903 年ドイツ留学、帰国後は母校に戻り 25 年まで教鞭を執った。
18 年には貴族院議員として政界に進出した。21 年理化学研究所の所長となり、45 年まで
その任にあった。工業化学主義を提唱し、27 年には理化学興業を興し、理研コンツェルン
の基礎となり、60 以上の企業を傘下に擁した。  
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